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生きた細胞内部の物質分布を染色せずに、三次元でカラー画像として可視化できる世界初のレー

ザー走査顕微鏡。

物質に光を照射すると物質を構成する原子や分子が持つ固有の振動により、照射光とわずかに違

う色の光（ラマン散乱光）が出る。これを利用して物質同定と顕微観察を同時に行える。モニター

上の画像の点を指示すれば、その点の詳しいラマンスペクトルが表示できる。また、共焦点光学系

を導入することで深さ方向にも立体観測ができ、これにより微細組織の分布を観測可能とした。

これまでのレーザー走査光学系では細胞のラマン画像取得に数時間から1日以上の時間を要した

のに対して、独自開発のレーザー走査光学系により、この観察時間を1/400に短縮した。細胞や生

体組織を染色せずに立体的に細胞観察できるだけでなく、半導体・有機材料・ナノ材料などの微細

な組成分布も観測できる。
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